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米
國
に
於
け
る
黒
入
教
育
の
襲
達

五
こ

小
　
西

重
直

　
多
種
類
の
異
民
族
を
闘
昆
化
す
る
こ
と
は
米
國
に
於
け
る
大
な
る
問
題
の
一
で
あ
る
。
　
今
鯉
の
職
弟

に
愈
愈
が
滲
鋤
．
す
る
に
至
っ
た
裏
面
の
理
・
田
の
一
も
此
問
題
の
解
決
の
爲
め
．
で
あ
る
と
ま
で
い
は
れ
て

居
る
、
　
殊
に
黒
人
同
化
の
爲
め
に
從
來
如
何
な
る
数
育
が
行
は
れ
、
現
在
は
如
何
な
る
歌
況
で
あ
る
か
を

知
る
こ
と
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
と
考
へ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
此
頃
の
薪
紙
に
は
西
部
職
場
に
於

け
る
黒
人
の
勇
猛
な
る
職
騨
振
が
傳
へ
ら
れ
黒
人
教
育
に
翻
す
る
余
の
興
味
は
一
算
高
め
ら
れ
た
の
で
・

あ
る
。
　
然
る
に
丁
度
此
際
厩
下
米
國
に
留
墨
・
中
な
る
京
都
丈
科
大
學
の
矢
懸
仁
一
氏
よ
り
米
國
政
府
鳴

版
の
黒
人
教
育
に
關
す
る
最
近
の
調
査
％
o
σ
q
同
。
国
自
下
露
¢
o
⇔
な
る
書
籍
二
巻
、
星
野
國
教
育
年
報
（
千
八
百
九
十

六
一
七
年
第
二
巻
）
の
恋
逸
を
受
け
黒
人
教
育
に
關
す
る
研
究
の
上
に
非
…
冨
に
重
書
な
る
滲
考
資
料
を
得

た
の
で
あ
る
。
　
是
に
鋳
て
移
れ
に
從
來
の
参
考
書
を
も
併
せ
て
参
照
し
黒
入
教
育
獲
遽
の
概
要
を
紹
介

し
矢
野
氏
の
厚
意
に
酬
ゆ
る
一
端
と
な
し
且
つ
謹
ん
で
同
氏
に
感
謝
の
憲
を
表
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ

る
。　

爾
前
以
醐
て
噺
っ
て
窪
き
た
い
が
冨
①
σ
q
胃
。
黒
人
と
い
ふ
名
穏
は
羅
典
語
へ
の
コ
耐
。
胃
（
黒
い
）
よ
り
來
り
し
も
の
な
る

べ
し
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
米
國
の
黒
入
は
眞
の
純
粋
の
黒
人
又
は
零
れ
に
近
い
も
の
も
あ
る
が
白
人

や
亜
米
利
加
印
度
人
其
他
の
も
の
と
の
難
種
．
も
澤
由
に
あ
る
の
で
あ
る
、
余
は
・
馨
。
黒
人
な
る
言
葉
を
普

麺
の
慣
用
に
從
ひ
此
等
の
凡
て
を
包
含
す
る
廣
義
の
意
味
に
て
侠
博
す
る
の
で
あ
る
。



幽

　
　
黒
人
が
米
國
に
下
降
せ
る
著
し
き
十
字
は
十
六
世
紀
の
初
あ
頃
よ
ウ
西
班
牙
の
探
瞼
家
や
移

　
佳
民
が
其
從
僕
と
し
て
黒
人
を
米
國
に
震
れ
て
來
聯
帯
來
の
事
と
い
は
れ
て
居
る
。
米
國
R
於

　
け
る
英
人
殖
風
早
に
，
於
て
使
用
せ
る
黒
奴
の
佃
野
買
に
令
す
る
著
し
き
古
き
事
實
は
千
六
百
十
九

　
年
に
和
蘭
船
が
二
十
国
許
の
黒
人
を
亜
型
利
加
よ
血
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
の
ぜ
》
ム
ス
タ
オ
ン
に
陸
揚

　
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
丁
度
メ
婁
フ
ラ
ワ
Σ
船
が
米
倉
に
宗
敏
的
交
声
を
移
植
せ
る
一
年
許
前
の

　
出
來
事
で
あ
る
。
其
後
黒
奴
の
早
耳
が
漸
次
盛
に
な
る
の
で
あ
る
が
自
人
里
に
責
買
に
從
・
事
す

　
る
自
入
の
黒
人
に
封
ず
る
態
度
は
實
に
働
暴
な
も
の
で
あ
っ
て
殆
ん
ど
動
物
扱
で
あ
る
、
否
な
動

　
物
に
書
し
て
竜
怨
び
得
ざ
る
様
な
残
酷
な
取
扱
で
あ
っ
て
恰
か
竜
木
石
同
様
に
見
て
居
っ
た
様

　
で
あ
る
。
船
中
に
於
て
は
荷
物
の
如
く
取
ウ
扱
は
れ
或
は
狡
き
暖
き
船
室
に
鮨
詰
と
な
さ
れ
、
而

　
か
も
男
子
の
大
人
は
二
木
つ
つ
鎖
に
て
繋
が
れ
、
女
子
は
船
員
に
弄
ば
れ
、
船
員
に
反
抗
す
る
者
は

　
男
女
に
拘
ら
ず
残
慰
な
方
法
で
殺
さ
れ
、
航
海
中
病
身
の
爲
あ
に
死
す
る
も
の
も
少
か
ら
ず
、
時
に

　
は
死
膿
が
彼
等
の
密
集
雑
居
す
る
閲
に
算
盤
に
委
棄
ぜ
ら
る
、
こ
と
蔦
あ
っ
だ
と
い
ふ
乙
と
で

聯
あ
る
。
十
七
世
紀
鋼
船
に
起
つ
だ
事
實
の
一
と
し
て
船
員
が
麗
麗
利
伽
海
岸
の
黒
人
部
落
を
砲

　
　
　
　
　
米
國
に
於
け
る
黒
人
薮
育
の
嚢
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
執
學
研
寛
　
、
繁
三
参
十
一
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

脚
　
撃
し
若
干
の
黒
人
を
輔
課
す
る
七
賢
か
も
獣
猿
に
等
し
き
方
法
に
よ
ウ
て
無
理
に
黒
人
を
捕
へ

－
肉
，　

禁
控
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
（
5
燈
罫
㎞
巴
象
一
日
ご
。
碧
①
饗
。
H
O
ミ
”
艶
℃
一
α
ぽ
）
叉
買
主
「

　
な
る
主
人
の
方
に
於
て
は
其
小
農
家
に
あ
う
て
主
人
と
黒
奴
と
の
主
從
の
．
跳
上
が
直
接
的
で
あ

　
つ
て
主
人
自
身
か
ら
虐
待
を
受
く
る
こ
と
も
あ
る
代
ウ
に
は
時
々
は
親
切
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ

　
ウ
、
殊
に
其
家
の
主
婦
や
子
供
等
と
直
接
に
親
み
英
語
な
ど
を
禽
然
に
學
び
畳
へ
る
こ
と
略
出
來

　
た
の
で
あ
る
が
、
大
農
の
家
に
使
役
せ
ら
る
㌦
者
は
直
接
主
家
と
認
む
機
會
が
少
く
農
園
監
督
者

　
の
下
に
機
械
触
に
勢
働
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
買
主
な
る
圭
人
意
に
於
て
も
黒
奴
の

　
人
格
な
ど
と
い
ム
し
と
を
考
ふ
る
者
が
な
く
、
英
語
を
敏
ム
る
農
家
で
毛
風
の
礎
つ
た
黒
ん
坊
が

　
隻
語
を
畳
へ
る
と
い
ふ
異
な
好
奇
心
や
、
使
役
上
の
便
宜
の
爲
め
で
あ
っ
て
入
聞
と
し
て
の
黒
人

　
に
面
癖
が
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
様
な
考
が
あ
っ
だ
繹
で
は
な
い
。
簗
ぎ
覇
、
乱
讐
Φ
等
σ
q
3
旨
し
d
・
ヨ
ぞ
霧
・

　
嗣
営
σ
q
ざ
ロ
ド
リ
O
ρ
ぎ
二
言
回
…
㌶
O
℃
）
此
故
に
黒
人
を
入
間
発
し
黒
人
教
育
に
擬
す
る
組
織
的
の
考
が
立

　
て
ら
れ
π
の
は
黒
奴
責
買
に
從
糊
す
る
者
や
、
其
買
主
の
側
か
ら
で
は
な
く
、
實
に
宗
配
下
膿
の
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
で
み
つ
π
の
で
あ
る
。
米
國
に
移
住
民
を
満
つ
授
英
本
國
の
宗
激
家
は
早
く
も
亜
米
利
加
印
度

　
人
を
基
督
敏
化
せ
ん
と
企
て
距
が
、
千
六
百
二
十
年
に
は
不
完
垂
な
が
ら
も
書
入
を
基
督
敏
化
せ

　
ん
が
工
め
に
ヴ
ァ
ジ
ニ
ァ
に
初
め
て
學
綾
を
設
立
し
π
の
で
あ
る
が
、
千
六
百
二
十
二
年
の
印
度



　
人
暴
動
の
爲
め
に
此
學
綾
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
其
後
八
十
年
許
う
り
周
ば
教
育
上
殆
ん

　
ど
見
る
べ
き
込
の
難
く
脆
僅
か
に
ム
宴
ド
と
か
い
ふ
’
馬
入
の
兄
．
弟
が
代
々
黒
人
を
教
育
し
千
二

　
百
人
の
門
弟
を
出
せ
う
と
の
記
録
が
残
っ
て
居
る
位
の
も
の
で
あ
る
。
漸
く
千
七
百
〇
一
．
年
に

　
至
う
英
岡
に
於
て
亜
米
利
加
印
度
入
及
黒
人
に
基
督
教
の
輻
音
を
傳
へ
ん
と
の
協
會
が
起
っ
て

　
ト
亘
マ
ス
な
る
宣
教
師
が
南
ヵ
、
ロ
リ
ナ
に
継
て
二
十
名
曲
の
黒
人
に
英
語
を
敏
授
し
た
と
い
み

　
こ
と
で
あ
る
。
千
七
百
〇
四
年
忌
は
佛
蘭
西
新
敏
涙
の
ノ
τ
と
い
ふ
宣
訳
語
が
紐
育
に
於
て
・
宗

　
敏
問
、
答
學
按
を
設
立
し
亜
米
利
加
印
度
人
及
黒
人
を
敏
育
せ
し
が
、
千
七
百
十
二
年
に
肥
育
に
趨
．

　
卦
だ
る
黒
人
の
暴
動
は
此
學
校
の
煽
動
に
よ
る
と
の
疑
を
受
け
逮
に
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
つ
禿
。

　
千
・
七
百
三
十
八
年
に
は
州
ぎ
騨
Φ
繕
翻
巳
曇
声
ロ
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
等
に
於
て
黒
人
…
瀬
上
を
初
め
千

　
七
百
四
十
五
年
に
は
鉾
｝
鼠
Φ
ぐ
ま
裡
鷲
。
箪
σ
q
二
陣
ご
σ
Q
宴
¢
Q
つ
。
。
℃
Φ
｝
貯
周
。
ビ
。
お
｝
厳
噂
霧
寵
は
南
山
ロ
ジ
ナ
等
に

　
於
て
黒
人
肥
育
に
從
事
し
、
千
七
百
四
十
七
年
に
は
プ
レ
ス
ビ
ク
3
リ
ア
ン
敏
會
は
ヴ
ア
ジ
ニ
ァ

　
に
着
て
同
様
の
事
業
に
着
手
し
、
同
年
ジ
オ
ル
ジ
ア
に
於
て
は
地
方
の
代
表
者
の
會
合
を
催
ふ
し

　
黒
奴
を
有
す
各
主
入
は
黒
奴
の
幼
年
老
に
は
敏
育
を
施
し
大
人
に
毒
し
て
は
宗
敏
の
輻
音
を
臨

　
ふ
る
．
之
と
に
力
む
べ
し
と
の
決
議
を
な
し
控
。
千
七
百
五
十
年
に
は
べ
ぎ
調
ン
と
い
ふ
宣
敏
師

㎜
は
二
二
ラ
ン
・
に
白
人
及
黒
人
の
貧
民
児
童
に
封
ず
る
藩
校
を
設
立
し
カ
・
殊
に
千
七
百
九

　
　
　
　
　
米
國
に
於
け
る
黒
人
敏
育
の
獲
溝
　
　
　
　
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
哲
學
，
研
究
　
第
三
＋
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ス

畑
十
年
に
於
て
は
メ
ソ
ヂ
ス
ト
涙
の
協
講
「
會
が
開
催
さ
れ
臼
入
及
黒
入
の
貧
民
児
畿
里
に
一
封
す
る
…
教

工
　
育
の
方
法
に
就
て
相
談
し
、
日
曜
櫓
下
を
設
け
午
前
は
六
時
よ
う
十
時
・
迄
、
午
後
は
．
二
時
よ
う
六
時

　
迄
の
間
に
於
て
勢
働
に
妨
な
き
憶
う
見
童
の
教
育
に
當
ウ
且
つ
敏
科
書
を
竜
編
纂
す
べ
し
と
の

　
決
議
を
な
し
だ
の
で
あ
る
。

　
　
新
の
如
く
宗
敏
團
膿
は
其
人
道
的
見
地
よ
う
黒
人
教
育
の
磯
逮
に
カ
を
盤
す
所
が
あ
っ
π
の

　
で
あ
る
が
、
政
治
的
見
地
堅
雪
濟
的
見
地
よ
う
見
れ
ば
自
由
開
放
の
思
想
を
起
さ
ず
に
、
從
順
に
勤

　
勢
な
黒
奴
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
求
す
る
所
か
ら
黒
人
の
唐
芋
を
危
瞼
観
し
て
此
を
禁
趣
す
る

　
の
方
針
が
南
蔀
の
脱
型
に
表
は
れ
て
來
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
南
力
．
質
リ
ナ
に
於
て
は
三
七

　
百
四
十
年
に
黒
奴
の
敏
育
を
禁
止
し
若
し
去
れ
に
教
育
を
早
く
る
も
の
あ
ら
ば
百
膀
の
罰
金
に

　
御
す
る
こ
と
に
な
し
π
、
千
七
百
七
十
年
に
は
ジ
オ
ル
ジ
ア
に
於
て
も
同
様
の
令
を
出
し
違
反
す
・

　
る
者
は
二
十
硝
の
罰
金
を
以
て
此
を
露
分
す
る
之
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
千
七
百
九
十
二
年
頃

　
に
至
6
綿
種
，
を
取
零
去
る
器
械
が
磯
明
さ
れ
南
部
諸
州
に
干
て
盆
黒
奴
の
勢
役
の
．
必
要
を
感
じ
、

　
町
育
は
盲
從
的
勤
勢
に
慨
し
て
は
寧
ろ
有
害
に
し
て
危
瞼
な
蚤
と
の
考
が
漸
次
高
ま
っ
て
來
た

　
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
於
て
は
政
治
上
佛
國
革
命
の
影
響
竜
あ
ウ
千
八
百
年
に
は
ヴ
ァ
ジ
ニ
ァ
に

　
断
て
黒
人
暴
動
が
計
書
さ
れ
、
千
八
百
〇
四
年
に
は
琴
南
殖
民
地
ハ
イ
チ
に
於
け
る
共
和
島
建
設



　
と
な
う
、
千
八
百
二
十
二
年
に
は
デ
ン
マ
ル
ク
、
ヴ
エ
セ
ー
、
千
八
百
三
十
旧
年
に
は
ナ
。
ト
、
ツ
、
ル
ナ
ー

　
な
ど
の
黒
人
暴
動
が
起
ウ
黒
人
の
勢
力
が
漸
次
政
治
上
の
重
大
な
る
問
題
と
な
り
、
南
方
の
諸
州

　
は
盆
黒
人
敏
育
を
禁
干
す
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
る
。
即
千
八
百
十
九
年
に
は
ヴ
ア
ジ
ニ
ァ
に
於

　
て
は
黒
人
一
般
に
解
し
て
夜
の
集
會
及
書
問
夜
間
の
讃
書
．
習
上
等
一
切
の
上
平
を
禁
じ
た
の
で

　
あ
る
（
H
じ
溶
く
。
二
嵩
ゆ
噂
…
ぐ
9
鼠
同
日
○
。
；
諾
ゆ
℃
）
千
八
百
二
十
九
年
忌
は
ジ
オ
ル
ジ
ア
州
に
於
て
も
黒
人

　
敏
育
禁
止
令
を
出
し
黒
奴
も
自
由
黒
人
竜
自
入
も
若
し
黒
奴
又
は
自
由
黒
人
に
手
に
て
書
か
れ

　
π
る
交
字
又
は
印
刷
に
付
せ
ら
れ
π
る
翌
翌
の
讃
み
方
、
書
き
方
を
敏
堕
す
る
場
合
に
は
其
敏
授

　
者
が
黒
奴
又
ば
自
由
詩
入
な
ら
ば
罰
金
と
五
刑
に
与
し
、
白
人
な
ら
ば
五
百
弗
以
下
の
罰
金
と
拘

　
留
に
塾
す
る
ど
に
し
π
逆
転
㊦
7
自
舞
。
暮
ご
⇔
一
H
μ
夢
①
d
風
＄
鮎
G
Q
夢
8
ω
お
一
｛
い
　
⑩
O
b
3
℃
）
翌
年
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
於

　
て
は
自
由
黒
人
の
λ
囲
を
禁
じ
叉
黒
人
間
に
煽
動
的
印
刷
物
の
配
布
や
一
般
に
群
馬
育
を
竜
禁

　
じ
π
う
。
其
翌
年
帥
千
八
百
三
十
一
年
に
は
ミ
シ
シ
ヅ
ピ
に
於
て
も
自
由
黒
人
奴
隷
黒
人
に
宗
敏

　
上
の
蚕
齢
を
な
す
こ
と
を
禁
止
し
、
ア
ラ
バ
マ
に
重
て
竜
其
翌
年
に
至
ウ
一
般
黒
人
の
敏
育
を
禁

　
止
し
、
千
八
百
三
十
五
年
に
は
北
カ
ロ
リ
ナ
に
於
て
は
唐
琴
黒
人
の
十
三
を
屡
し
黒
人
を
爾
親
と

　
す
る
子
孫
は
四
代
目
国
公
立
學
按
の
恩
典
に
浴
す
る
を
得
ざ
る
乙
と
と
浮
し
、
ミ
シ
シ
ッ
算
や
ミ
ヅ
ソ

㎜
り
竜
亦
同
様
の
禁
止
令
を
出
し
だ
の
で
あ
る
。
然
し
好
學
心
の
盛
な
る
黒
人
は
從
來
受
け
π
る

1
　
　
　
　
　
米
國
に
於
け
る
黒
人
数
育
の
獲
遙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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八

蹴
敏
育
は
縦
令
低
度
の
も
の
で
あ
る
と
も
霞
悟
る
丈
其
の
存
績
を
購
う
南
ヵ
η
ジ
ナ
共
他
一
二
の

1　
　
州
に
出
て
は
秘
密
に
學
舎
を
置
き
て
自
由
黒
人
の
児
量
を
島
育
し
、
叉
父
は
白
人
に
し
て
。
母
は
黒

　
　
凍
凍
る
難
種
無
は
或
は
佛
國
又
は
米
國
北
部
の
學
綾
に
邊
ら
れ
て
其
學
を
縫
績
せ
る
毛
の
竜
あ

　
　
っ
だ
。
南
部
に
於
て
も
亦
フ
ロ
ソ
ダ
、
タ
キ
ず
ス
共
他
三
四
の
州
に
於
て
は
自
由
黒
人
の
學
校
は

　
　
其
儘
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
要
す
る
に
ワ
シ
ン
ト
ン
氏
の
設
に
よ
れ
ば
奴
隷
時
代
に
於
て
は

　
　
聖
書
を
讃
み
得
る
丈
の
敏
育
を
受
け
だ
る
者
は
次
の
四
の
方
法
の
何
れ
か
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

　
　
π
。
　
一
、
禁
止
令
に
狗
ら
ず
其
主
入
よ
う
學
び
し
竜
の
。
　
二
、
自
人
の
父
を
有
す
る
者
。
　
三
、
色
々
の

　
　
方
法
で
教
育
の
転
記
を
得
し
者
。
四
、
翼
に
丈
字
通
ム
の
意
喋
に
出
て
敏
育
を
盗
み
た
る
者
。

　
　
　
黒
奴
制
度
に
反
甥
し
て
黒
人
自
由
の
唱
導
者
と
な
勢
叉
曾
て
堵
。
匠
｝
o
。
叶
舘
紙
の
主
筆
と
し
て
有

　
　
名
で
あ
っ
だ
雑
種
黒
人
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
、
ド
ウ
グ
ラ
ス
の
如
き
其
幼
時
に
於
け
る
學
習
は
或
る
意

　
　
味
に
於
て
ワ
シ
ン
畜
ン
氏
の
所
謂
敏
育
を
盗
み
し
者
の
一
入
で
あ
る
。
彼
は
幼
時
ボ
ル
チ
モ
す

　
　
ル
に
て
奴
隷
生
活
を
な
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
初
め
は
主
家
の
婦
人
よ
り
英
語
な
ど
を
學
び

　
　
た
る
が
禁
止
令
と
共
に
最
早
其
便
宜
を
失
ひ
π
る
を
以
て
、
路
傍
の
玄
人
の
見
鑓
と
遊
曜
三
家
の

　
　
軒
下
に
貼
ウ
付
け
た
る
廣
皆
な
ど
を
利
用
し
、
自
公
の
子
供
に
上
し
若
し
此
を
讃
み
得
π
る
竜
の

　
　
に
は
玩
具
や
菓
子
を
輿
ふ
べ
し
な
ど
と
巧
に
被
等
を
欺
き
、
彼
等
の
富
む
の
を
側
よ
卦
聞
き
取
ク

，



’

　
て
英
語
を
學
び
し
ヒ
と
も
あ
う
、
或
は
下
水
の
溝
に
棄
て
ら
れ
π
屑
紙
な
ど
を
拾
ひ
上
げ
其
中
の

　
丈
字
を
讃
み
て
學
び
し
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
ふ
話
で
あ
る
。
叉
は
ウ
エ
ブ
ス
タ
｝
の
綴
書
な
ど

　
を
私
か
に
買
ひ
求
め
て
白
人
の
子
供
よ
ウ
私
か
に
學
び
し
≧
と
竜
あ
う
、
殊
に
彼
が
黒
奴
開
放
の

　
思
想
を
得
π
ウ
と
繕
せ
ら
る
＼
豊
本
6
0
ご
ヨ
江
建
9
．
馨
窪
の
如
き
竜
全
く
夢
人
の
子
供
よ
う
其
書

　
名
を
知
っ
た
と
い
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　
■
北
部
諸
州
に
於
て
は
南
部
諸
州
の
如
く
苛
酷
な
る
敏
育
禁
止
は
な
さ
闘
う
し
竜
黒
人
の
爲
め

　
に
學
校
を
設
立
せ
ん
と
し
て
、
市
民
の
反
封
を
受
け
果
π
す
乏
と
を
得
な
か
つ
π
竜
の
竜
あ
る
、
禁

　
止
令
は
出
さ
眠
る
竜
卵
麺
の
設
備
を
な
さ
ず
し
・
て
毫
も
積
極
的
に
敏
育
に
注
意
せ
ざ
る
揚
合
も

　
あ
っ
た
。
然
し
一
般
に
は
南
部
諸
州
に
比
し
て
黒
人
に
同
情
を
有
し
ピ
ラ
デ
ル
ビ
ア
や
紐
育
や

　
ボ
ス
ト
ン
其
他
に
於
℃
は
黒
人
激
育
に
就
て
見
る
べ
き
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
葛
・

　
q
・
嶺
曽
ω
三
護
ざ
午
G
農
容
蜜
冒
臨
窪
Φ
劉
Φ
o
。
δ
＜
。
｝
1
1
帯
し
。
i
お
曾
）

　
　
心
入
の
敏
育
は
蜥
の
如
く
「
禁
止
慶
迫
に
ょ
う
て
進
歩
す
る
之
と
が
出
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る

　
け
れ
ど
も
實
は
臼
入
側
に
於
け
る
激
育
殊
に
小
野
早
耳
の
如
き
竜
十
九
世
紀
に
入
う
ホ
レ
じ
ス
、

　
マ
ン
や
バ
ー
ナ
｝
ド
等
の
献
身
的
努
力
が
表
れ
る
以
前
は
非
常
に
幼
雅
な
竜
の
で
あ
る
。
而
か

痴
竜
マ
ン
の
力
に
よ
ウ
て
マ
・
ブ
チ
ユ
！
セ
・
ッ
州
な
ど
に
於
て
は
千
八
百
四
十
年
代
に
就
學
晃
量
は

　
　
　
　
　
米
關
に
於
¢
る
黒
入
教
育
の
搬
泄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
九
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穴
○

螂
　
八
十
バ
f
セ
ン
ト
除
に
上
り
居
る
も
米
州
一
般
に
は
爾
ほ
低
度
で
あ
っ
て
千
八
百
六
十
九
年
よ

一

　
う
同
七
十
年
に
亙
る
統
計
に
て
は
米
國
全
寮
の
人
口
は
約
三
千
八
百
五
十
五
萬
瞭
で
五
歳
よ
ウ

　
十
八
歳
迄
の
竜
の
は
千
二
百
〇
五
萬
絵
あ
う
．
此
中
小
學
の
課
程
を
修
む
る
者
六
百
八
十
七
萬
鯨

　
即
五
十
レ
～
バ
5
セ
ン
ト
　
に
南
口
・
り
此
中
日
々
出
庸
す
る
竜
の
摯
は
跡
鰹
か
」
に
五
十
九
バ
ξ
セ
ン
ト
に
渦
｝

　
ぎ
職
有
様
で
あ
る
（
ご
Φ
国
醇
出
三
9
、
k
。
僻
耳
萎
’
二
藍
貯
億
H
⑦
d
島
田
ω
葺
Φ
。
。
お
O
吟
H
黛
℃
）

二
．
蜘

　
以
上
は
奴
隷
時
代
に
於
け
る
黒
人
敏
育
の
梗
概
で
あ
る
が
、
南
北
戦
璽
の
初
め
ぽ
ム
載
孚
後
黒

奴
開
放
の
時
代
に
入
ら
黒
人
の
教
育
は
漸
次
螢
達
の
曙
光
を
認
め
ら
る
＼
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
エ
ナ
「
フ
ホ
声
ド
氏
は
南
北
戦
爾
の
始
雲
ら
ん
と
す
る
頃
即
千
八
百
六
十
年
頃
よ
ウ
千
八
百

七
十
五
年
帥
黒
人
教
育
が
組
織
的
に
な
ら
ん
と
す
る
頃
迄
を
黒
人
敏
育
の
第
二
期
と
な
し
、
此
間

に
於
け
る
敏
育
の
特
色
を
軍
隊
學
稜
と
，
宗
敷
學
校
％
二
と
な
し
て
居
る
。
千
八
百
六
十
一
年
に

北
軍
の
猛
將
パ
ト
ラ
｝
は
｝
ヨ
霞
8
建
匿
認
ざ
叢
雲
鱒
創
霧
。
鉱
暮
叫
。
目
の
代
表
者
を
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
の
征
服
地

に
途
ウ
黒
人
に
宗
激
々
企
及
蟻
蚕
習
字
等
の
敷
育
を
施
さ
し
め
、
又
衣
服
な
ど
を
分
配
さ
せ
π
の
，

で
あ
る
が
、
殊
に
一
般
に
北
畑
に
あ
ウ
て
は
南
方
よ
う
脱
出
逃
走
し
て
北
軍
に
投
ぜ
る
黒
人
に
封



　
し
て
は
軍
隊
内
に
於
て
夫
々
敏
育
を
施
し
だ
の
で
あ
っ
て
所
謂
軍
隊
學
校
の
名
を
得
る
に
至
つ

　
だ
の
で
あ
る
。
千
八
百
六
十
五
年
三
月
職
箏
の
終
ら
ん
と
す
る
少
し
以
前
に
ホ
R
フ
婁
1
3
蒋
軍

　
の
下
に
開
放
黒
人
救
勝
局
が
設
け
ら
れ
黒
人
の
救
助
及
敏
育
を
實
施
し
敏
育
に
辛
し
て
は
千
八

　
百
七
十
二
年
頃
迄
實
際
に
援
助
を
與
へ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
託
救
濟
局
の
力
に
よ
ウ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

　
所
謂
軍
隊
筆
陣
の
成
績
が
佳
良
と
な
う
、
殊
に
一
般
の
學
校
竜
漸
次
に
建
設
さ
れ
、
千
八
百
六
十
六

　
年
に
は
九
百
七
十
五
按
、
九
萬
九
千
雪
除
の
生
徒
、
千
八
百
七
十
年
に
は
二
千
六
百
七
十
七
校
黒
人

　
約
四
百
八
十
八
萬
人
に
早
し
十
四
萬
九
千
籐
の
生
徒
が
あ
う
、
荷
早
算
に
，
H
曜
學
校
や
夜
學
の
私

　
立
貴
校
に
於
て
も
奄
奄
の
敏
育
が
行
は
れ
π
の
で
あ
る
。
（
奢
＄
昏
①
箕
。
銭
i
鵜
Φ
G
q
同
。
旨
獄
貯
夢
Φ
ω
8
ゆ
剛
｝

　
H
曾
ご
逡
一
繧
℃
…
2
Φ
σ
q
き
自
照
。
蓼
川
§
ぐ
島
H
ゆ
。
。
ぎ
）
荷
臓
門
中
北
部
豊
州
に
於
て
は
黒
人
救
濟
會
が
諸
所

　
に
設
け
ら
れ
敏
育
上
に
愚
力
を
碧
し
だ
の
で
、
・
あ
る
が
、
殊
に
各
涙
宗
敏
團
膿
は
載
箏
以
前
に
も
多

　
少
敏
育
的
活
動
を
開
始
し
馬
蝉
申
聯
帯
に
戦
璽
後
に
撃
て
盛
に
開
校
を
起
し
黒
人
を
墓
督
敏
化

　
せ
ん
と
す
る
と
共
に
英
語
敏
育
に
非
常
な
る
カ
を
弱
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
黒
人
側
に
於
て
も

　
戦
後
黒
奴
開
放
と
共
に
久
し
く
飢
潟
に
苦
み
し
も
の
が
俄
か
に
飲
食
を
得
π
る
が
如
く
ウ
エ
ブ

　
ス
タ
童
の
綴
書
は
至
る
所
に
表
は
れ
軍
隊
に
て
は
士
宮
を
擁
し
て
洋
字
を
學
び
、
家
庭
に
於
て
は

煎
之
れ
迄
で
屋
隅
に
隠
匿
し
た
る
書
物
を
出
す
竜
あ
う
新
に
購
入
す
る
竜
あ
互
六
＋
歳
七
＋
歳
の

　
　
　
　
　
米
國
に
於
け
る
黒
人
｛
教
育
の
獲
淫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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高
齢
雲
竜
綴
書
や
聖
書
を
手
に
し
、
學
校
の
設
立
を
待
つ
の
暇
な
く
朝
は
日
出
前
に
起
喜
夜
は
松

影
の
火
の
光
で
勉
強
す
る
竜
の
も
あ
う
、
農
夫
の
申
に
は
鋤
に
書
籍
を
繋
ぎ
て
耕
作
の
聞
に
學
ぶ

竜
の
も
あ
ウ
、
鑛
出
の
坑
夫
の
中
に
は
地
下
藪
百
尺
の
薄
暗
が
り
の
揚
所
に
於
て
學
ぶ
竜
の
も
あ

う
、
學
，
綾
も
成
る
べ
く
一
日
込
早
く
開
按
を
急
ぎ
或
は
地
上
に
柱
を
立
て
草
を
以
て
雨
や
疑
光
を

防
ぐ
竜
あ
う
、
或
は
樹
下
緑
蔭
を
其
儘
脳
室
に
利
用
す
る
も
あ
う
、
教
師
も
蕉
門
の
敏
育
家
を
待
つ

の
暇
な
く
他
の
竜
の
よ
ウ
少
し
に
て
も
多
く
べ
を
知
れ
る
者
は
直
ち
に
敏
師
と
な
み
、
叉
．
甲
は
讃
み

方
の
力
あ
る
も
書
き
方
は
拙
劣
、
乙
は
書
き
方
に
巧
な
る
も
讃
み
方
に
生
な
き
丁
合
に
は
甲
乙
双

方
互
に
交
換
敏
授
を
な
す
な
ど
一
般
に
黒
門
に
熟
心
な
も
の
で
あ
っ
カ
、
遡
れ
ワ
シ
ン
ト
ン
氏
が

其
開
放
當
時
十
年
聞
許
の
歌
況
を
寓
せ
る
竜
の
に
て
多
少
誇
大
な
る
織
が
あ
る
で
あ
ら
う
と
思

ふ
が
兎
岩
角
熱
心
の
三
関
の
一
斑
が
窺
ひ
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
蜜
器
げ
営
σ
q
8
マ
冒
動
く
。
昌
口
δ
ム
。
。
。
。

℃）

　
黒
奴
開
放
以
後
に
干
て
黒
人
敏
育
上
物
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
に
於
け
る
ハ
・
ム

ブ
ト
ン
校
の
設
立
で
あ
る
。
此
學
校
は
北
開
の
増
発
で
黒
入
隊
の
指
揮
官
で
あ
っ
控
ア
蓄
ム
ス

｝
ロ
ン
グ
に
よ
う
て
設
立
経
管
さ
れ
た
の
で
、
開
校
は
千
八
百
六
十
八
年
で
あ
る
、
設
立
者
の
考
に

て
は
、
一
面
に
は
選
入
の
自
重
、
勤
勢
の
精
憩
を
養
ひ
巳
常
の
賞
践
道
徳
に
重
き
を
置
き
、
將
頚
自
活



　
の
方
怯
と
し
て
農
業
、
手
工
、
簡
易
工
業
、
女
子
の
裁
縫
等
實
科
的
方
．
面
の
敏
育
を
施
し
、
又
他
面
に
於

．
紀
は
黒
人
の
葺
師
養
成
の
必
要
を
鳳
じ
類
ヨ
⇔
喜
8
疑
。
囲
彰
二
鍵
μ
飾
踏
襲
。
応
諾
謹
巴
H
霧
葬
挿
帯
な
る
名
稻
と

　
し
普
通
大
錦
．
二
業
敏
育
、
師
範
敏
育
を
施
す
奪
還
と
な
し
だ
の
で
あ
る
。
創
立
の
、
際
に
は
ン
営
Φ
匡
。
導

　
岩
野
ご
じ
釜
績
遂
δ
。
芝
曲
。
。
や
開
放
選
入
救
濟
局
の
援
助
を
受
け
千
八
百
七
十
三
年
以
後
は
合
衆
國
政

・
府
よ
う
の
補
助
を
も
寒
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
創
立
當
時
は
僅
か
に
二
十
名
の
敏
師

　
と
二
入
の
職
員
な
う
し
が
羅
臼
で
は
七
百
六
十
除
毛
の
生
徒
、
二
百
人
絵
の
職
員
と
な
う
三
年
蔚

　
迄
ワ
シ
ン
ト
ン
氏
が
校
長
で
あ
っ
た
タ
ス
ケ
璽
ジ
量
の
黒
人
學
心
象
σ
陽
○
團
曾
。
箕
ジ
＜
9
H
H
露
i
雪
℃
…

ヨ
拓
三
謁
陣
書
空
転
O
＝
μ
δ
…
甲
閉
①
唆
。
営
停
O
后
貧
O
罫
書
〇
〇
ゴ
険
一
更
℃
）
と
相
並
び
て
黒
入
省
校
の
双
壁
と
な

　
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
而
し
て
此
學
綾
の
黒
人
敏
育
に
封
ず
る
重
要
な
る
意
義
は
實
に
其
三
業

．
敏
育
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
ヰ
エ
サ
「
フ
ホ
言
ド
氏
は
黒
人
敏
育
の
等
三
期
を
劃
す
る
も
の
と

な
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
互
譲
b
毒
珍
8
0
9
三
朔
b
乙
す
く
艦
影
ヨ
弓
8
じ
貿
創
霰
馨
銭
Φ
三
。
・
H
。
。
置
．
“
b
っ
。
ゆ
薫
O
τ
器
σ
q

き
鍾
衛
霧
触
〆
試
。
『
＜
○
二
H
φ
b
っ
畝
℃
）

　
　
　
．
　
　
　
三

恥
　
斯
一
て
奴
隷
蘭
心
後
に
於
て
は
合
衆
國
政
府
の
補
助
や
、
各
州
の
経
螢
叉
は
補
助
晦
勿
論
宗
敏

　
　
　
　
　
米
園
に
於
け
る
黒
人
教
育
の
獲
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
　
哲
　
　
織
堕
　
研
　
　
究
　
　
　
鑛
　
一
二
　
十
　
　
一
　
灘
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
四

遡
團
禮
の
援
恥
個
人
篤
志
者
の
同
管
厚
合
身
の
．
自
給
等
に
よ
皇
各
種
の
機
甲
敏
晴
が
盛
に
起

　
う
奴
隷
時
代
に
於
て
物
件
親
せ
ら
れ
だ
る
黒
人
も
漸
く
梢
入
閲
的
の
取
扱
を
受
け
米
國
の
國
民

　
市
民
と
し
て
の
敏
育
の
恩
讐
に
溶
す
る
事
が
出
蘂
る
様
に
菰
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
其
進
歩
の

　
實
際
を
見
る
－
の
に
南
北
戦
士
開
始
の
前
年
帥
千
八
百
六
十
年
に
は
黒
人
約
四
百
五
十
萬
人
に
し

　
て
文
盲
者
は
約
百
分
の
九
十
乃
至
九
十
五
位
な
う
し
が
近
頃
で
は
黒
人
人
口
約
一
千
二
十
五
萬

　
の
中
十
歳
以
上
の
老
の
交
盲
者
は
僅
か
に
百
分
の
三
十
醗
に
過
ぎ
ぬ
様
に
な
う
西
班
牙
人
や
露

　
中
人
等
に
比
し
て
遙
か
に
蛭
嘱
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
小
鷺
敏
育
普
及
の
割
合
も
千
八
百
七
十

　
六
年
に
は
黒
人
々
口
約
五
百
七
八
十
萬
に
聾
し
て
就
下
児
童
数
は
五
十
七
萬
籐
で
あ
っ
π
が
此

　
頃
で
は
人
口
は
約
二
倍
に
な
っ
て
居
る
の
に
就
瞥
見
量
…
数
は
三
倍
以
上
即
百
八
十
九
萬
徐
に
な

　
つ
て
居
る
、
黒
人
の
最
も
年
無
な
る
南
部
十
六
州
及
コ
ロ
ン
ピ
ヤ
．
ミ
ッ
ソ
置
ソ
地
方
に
於
て
は
六
歳

　
・
よ
う
十
四
歳
迄
の
不
入
測
量
中
就
學
す
る
者
は
五
十
八
パ
す
セ
ン
ト
以
上
で
あ
っ
て
回
申
日
々

　
串
席
す
る
者
は
就
學
見
直
数
の
中
約
六
十
三
四
バ
蜜
セ
ン
ト
に
な
っ
て
居
る
。
而
し
て
此
等
の

　
見
回
に
於
け
る
黒
人
中
耳
按
は
公
立
百
六
十
四
校
生
徒
男
女
合
せ
て
一
萬
五
千
四
百
腺
人
で
あ

　
る
、
学
界
綾
の
申
六
十
五
綾
に
は
手
工
部
を
、
二
十
按
に
は
算
師
養
成
の
師
範
科
を
、
六
十
七
狡
に
は

　
農
業
部
を
、
七
十
五
按
に
は
家
事
部
を
置
て
居
る
。
　
カ
レ
臥
ジ
程
度
の
子
育
を
剥
く
る
學
校
は
三



　
十
握
以
上
で
あ
っ
て
生
徒
男
女
合
せ
て
鱒
萬
以
上
に
な
っ
て
居
る
。
此
心
慰
學
、
法
學
、
工
業
、
農
業
、

　
師
範
激
育
、
牧
師
養
成
の
學
校
煮
ど
竜
設
け
ら
れ
各
方
面
の
敢
育
ぶ
漸
次
藤
見
の
傾
何
を
示
し
｛

　
　
豪
て
居
る
の
で
あ
み
。
（
飼
起
つ
苫
。
煽
書
㊦
O
o
暇
日
償
。
ロ
紳
超
㊦
嬬
。
馬
差
轟
億
ぷ
曾
賃
お
嵩
ぐ
。
漏
回
腸
⑦
1
α
。
。
。
。
填
醤
Φ
σ
q
岩
国
負
一

　
　
ロ
雷
臨
8
ぐ
9
H
團
（
⑦
！
b
9
8
）
』

　
　
今
敏
育
進
歩
と
密
接
の
關
係
を
有
し
或
は
其
進
歩
の
原
因
を
な
し
叉
は
其
進
歩
の
結
果
と
竜

　
患
は
る
、
所
の
黒
…
入
の
生
活
の
實
際
に
就
て
見
る
の
に
黒
奴
開
放
以
後
に
於
て
は
土
地
庚
有
者

　
の
歎
も
増
加
し
所
有
地
も
籏
解
し
フ
マ
ン
ト
ン
氏
の
詮
に
よ
れ
ば
ジ
オ
ル
ジ
ァ
凋
煮
ど
淀
於
て

　
は
千
八
百
六
十
六
年
よ
り
十
年
許
う
の
聞
に
黒
人
所
有
地
の
贋
さ
怯
約
四
十
五
倍
に
達
し
、
千
亮

　
〇
九
年
頃
に
は
南
部
諸
手
の
黒
人
地
主
は
三
萬
立
方
哩
の
士
地
を
有
し
位
記
贋
ぶ
は
ヴ
ア
モ
ン
》
、

　
　
ニ
ュ
3
ハ
ン
プ
シ
ヤ
イ
ァ
、
マ
ッ
サ
チ
ユ
聲
セ
ソ
ツ
、
コ
依
チ
カ
ヅ
ト
、
溶
質
童
ド
ア
イ
ラ
ン
下
等
五
州
の
．
面

　
積
に
雪
焼
ど
匹
敵
す
る
竜
の
で
あ
る
と
い
は
れ
て
居
る
。
（
五
悪
の
総
流
積
怯
三
萬
三
千
毒
百
二

　
十
五
立
方
哩
）
。
（
噸
夢
。
。
げ
貯
璽
。
ロ
，
O
Q
げ
。
吋
団
。
幽
夢
Φ
壌
つ
α
9
吋
。
ぐ
。
一
H
H
壌
肇
ミ
や
）
叉
黒
人
の
職
業
怯
千
九
百
年
の
統

　
計
に
て
は
農
業
に
從
冒
す
る
も
の
最
も
多
く
其
實
歎
二
百
萬
似
上
に
上
ウ
、
黒
人
人
口
「
の
透
労
の

　
　
一
以
上
を
占
め
他
益
の
家
に
奉
公
す
る
者
が
百
三
十
萬
以
上
に
し
て
黒
見
入
滋
の
約
亮
券
の
一

期
を
古
め
て
居
る
叢
霊
代
載
は
像
遷
る
こ
あ
暴
な
か
つ
羅
馨
蚕
業
商
業
藁
等

　
　
　
　
　
馨
國
に
於
ら
る
蕪
人
藪
麿
あ
嚢
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
五



」L一個嵯

　
　
　
　
暫
畢
研
究
　
第
三
＋
一
腿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
穴

股
蕊
て
も
漸
弐
爆
雷
を
増
加
し
商
業
に
登
臨
す
る
酪
の
は
約
二
十
萬
人
以
上
、
工
業
に
從
縛
す
る

遮
の
は
二
十
七
萬
入
以
上
の
歎
を
示
し
殊
に
諸
種
の
翻
心
に
就
く
竜
の
は
四
寓
人
以
上
に
逡
し

て
居
る
が
此
等
は
燧
か
に
或
程
度
迄
は
敷
育
普
及
の
結
果
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
（
H
ぴ
峯
O
ぽ
）
殊
な

黒
人
碑
婦
入
の
如
き
は
就
會
に
於
て
漸
次
重
要
の
、
地
位
を
占
む
る
に
至
つ
控
の
が
あ
ち
が
千
九
百

奪
の
統
計
で
は
黒
市
議
騰
の
職
業
に
澄
し
て
黒
人
婦
人
の
職
業
中
五
十
一
パ
じ
セ
ン
塾
像
は
奉

’
公
、
三
十
ニ
バ
す
セ
ン
ト
籐
は
公
業
、
二
十
七
パ
君
セ
ノ
ト
籐
は
農
業
、
十
ニ
パ
奮
セ
ン
ト
徐
は
工
業

と
な
っ
て
居
る
が
、
殊
に
此
事
業
の
中
に
は
千
三
百
五
十
五
名
の
敷
育
者
あ
ゆ
百
六
十
四
名
の
牧

師
あ
り
八
十
六
名
の
藝
術
家
音
樂
敏
師
あ
勇
二
十
五
各
の
丈
學
者
科
學
者
あ
釦
、
十
一
名
の
雑
誌

薪
聞
記
者
、
違
名
の
法
律
家
、
七
名
の
歯
科
醤
な
ど
あ
る
が
此
等
の
公
業
は
多
く
は
敷
育
の
結
果
と

見
ち
る
べ
き
竜
の
で
あ
る
。
（
H
ぴ
臨
。
。
O
。
。
一
。
。
O
菅
）
w

四

　
奴
隷
解
放
後
に
於
け
る
黒
入
敷
育
は
奴
隷
時
代
の
美
れ
加
地
す
れ
ば
實
に
天
地
の
差
が
あ
る

乏
も
い
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
其
内
容
に
至
ウ
て
は
爾
蝕
程
幼
稚
な
竜
の
ち
も
い
の
で
あ
る
、
學

按
の
設
備
竜
一
般
に
は
不
完
全
の
も
の
が
多
く
、
敏
師
竜
低
級
の
も
の
で
あ
る
。
叉
負
人
よ
渉
見



　
盛
る
書
入
敷
育
は
其
知
識
の
増
進
よ
ゆ
は
寧
ろ
肩
常
の
道
徳
に
カ
を
致
す
必
要
あ
憐
と
言
は
れ

　
て
居
る
。
勝
れ
黒
人
の
犯
罪
者
は
歌
人
よ
卦
も
多
く
罪
質
に
虚
言
の
癖
が
あ
る
か
ち
で
有
る
。

　
光
も
黒
人
の
犯
罪
は
移
住
外
來
の
白
人
の
中
の
伊
太
利
人
填
太
利
入
、
佛
國
人
、
露
平
人
宏
芝
よ
ゆ

　
竜
其
上
が
少
い
の
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
、
ン
氏
は
千
九
百
四
年
の
統
計
を
引
用
し
て
居
る
が
伊
人

　
の
犯
罪
者
は
千
人
申
四
、
四
。
填
人
の
は
三
、
六
。
佛
人
の
は
三
．
四
。
墨
入
の
は
こ
．
八
。
黒
入
の
は

　
二
、
七
。
と
な
っ
て
居
る
。
然
し
大
土
に
於
て
黒
入
の
犯
罪
は
少
い
と
は
い
は
れ
な
い
の
で
あ
多

　
か
ら
撹
徳
敢
育
に
重
き
を
置
く
必
要
が
な
い
と
は
い
は
れ
な
い
。
否
な
元
爆
管
育
は
犯
罪
の
如

　
何
に
狗
ら
ず
道
徳
的
人
絡
を
練
り
平
ぐ
べ
き
で
あ
る
か
ら
敷
二
本
來
の
目
的
膿
う
見
る
も
此
意

　
見
は
退
く
る
こ
と
が
出
來
な
い
竜
の
で
あ
ら
3
（
H
σ
拭
く
。
耳
目
↑
8
鏡
ω
ぽ
害
郎
。
㌣
躬
暫
。
凶
魯
同
9
Φ
α
q
暮
団
お
O
刈
b
っ
駐
娼
）

‘
然
し
ま
た
犯
罪
に
は
維
濟
歌
里
の
趣
迫
よ
ウ
起
る
も
の
が
少
く
は
な
い
の
で
あ
葛
か
ち
一
面
に

　
は
實
業
敢
育
の
駿
達
に
よ
つ
て
彼
等
の
，
経
管
的
生
活
を
改
善
せ
ね
ば
な
ら
漁
と
の
意
見
も
あ
る

　
の
で
あ
る
。
前
述
ハ
ン
プ
ト
ン
學
校
や
タ
ス
ケ
置
ジ
「
の
學
校
の
如
き
一
面
に
は
此
織
に
大
な

　
る
注
意
を
彿
ひ
つ
＼
あ
る
の
で
あ
る
。
實
業
敏
育
は
道
徳
教
育
と
相
並
ん
で
黒
入
髪
育
上
の
大

　
な
る
問
題
で
あ
る
。
荷
南
部
に
於
て
は
大
抵
黒
人
の
學
校
は
自
人
の
と
分
離
し
て
設
け
ら
れ
て

獺
あ
っ
て
掛
れ
に
封
し
て
合
同
敏
育
を
主
張
す
る
竜
の
竜
あ
る
が
h
駈
れ
は
一
概
に
は
考
へ
ち
れ
綴

　
　
　
　
　
米
㎞
幽
に
於
・
け
る
黒
人
敏
育
の
獲
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　

・



　
　
　
　
　
折
口
　
學
　
研
　
究
　
　
第
三
十
　
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
　
”

準
こ
と
で
あ
る
。
南
部
諸
州
に
於
て
は
黒
人
の
人
ロ
は
約
三
十
パ
｝
セ
ン
ト
で
自
入
の
は
約
七
十
馳

1

　
●
バ
置
セ
ン
ト
の
割
合
に
な
っ
て
居
る
が
都
市
に
よ
う
て
は
黒
人
の
人
口
が
首
人
中
．
五
・
十
，
五
よ
う
・

　
九
十
位
の
揚
煮
も
あ
る
か
ら
自
照
の
立
揚
よ
う
見
れ
ば
臼
人
の
子
供
の
方
が
．
少
敷
で
あ
っ
て
却
詮

　
て
黒
人
化
さ
る
＼
恐
が
．
あ
る
の
で
あ
る
。
　
然
し
黒
人
の
入
口
の
割
合
の
少
い
揚
所
に
干
て
は
相
愚

　
當
の
人
数
を
斎
う
自
人
と
合
同
的
敢
育
を
施
さ
ば
陥
入
同
化
に
竜
便
宜
で
あ
ち
う
ど
思
は
れ
る

　
。
の
で
あ
る
。
朝
鱒
や
壷
灘
に
於
て
も
同
様
の
事
情
が
あ
る
の
で
あ
る
。
終
ム
に
臨
み
敏
育
内
容

　
の
能
率
を
高
む
る
方
法
と
し
て
シ
ャ
ン
ノ
ン
民
は
幼
稚
園
敏
育
の
登
達
を
主
張
し
｛
て
居
る
。
之
，

　
れ
に
潔
し
て
同
氏
は
二
の
理
由
を
墨
げ
τ
居
る
。
其
第
一
は
黒
入
は
扁
般
に
摸
倣
心
に
富
み
創

　
意
力
に
乏
い
の
、
で
あ
る
が
手
技
な
ど
に
よ
ク
て
創
意
力
を
養
ふ
所
の
幼
稚
園
教
育
を
施
．
し
π
な
・
亀

　
ら
ば
幾
分
此
を
矯
正
す
る
こ
と
が
出
來
や
う
。
第
二
は
黒
人
の
家
庭
は
未
だ
甚
だ
整
は
、
ざ
．
る
も

　
の
で
あ
っ
て
児
「
童
の
躾
は
不
行
届
で
あ
蚤
、
児
童
の
精
紳
活
動
を
指
導
す
る
力
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
故
に
寧
ろ
幼
稚
園
の
激
育
に
よ
り
て
此
弊
を
救
ふ
べ
し
と
看
て
居
ゑ
（
H
び
箏
ゆ
嶺
一
泡
ε
）
此
意
見
は
・
・

　
幼
稚
園
が
相
當
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
正
當
の
考
と
思
ぷ
の
で
あ
る
。
朝
鮮
に
於
て
は
鮮
人
琴

　
撫
す
る
．
普
通
三
校
に
入
學
の
時
期
を
八
歳
と
な
し
．
盛
灘
に
」
於
て
は
蕃
人
見
習
は
八
歳
、
厨
謂
本
島

　
人
に
ば
七
歳
と
な
、
し
、
北
，
導
管
の
ア
．
イ
ヌ
薬
量
に
封
し
．
て
F
、
竜
駕
年
契
し
か
八
歳
と
改
正
き
れ
遊
様
．



　
　
に
思
っ
て
居
る
。
現
在
の
有
様
で
は
此
位
が
樹
心
と
思
ふ
が
若
し
幼
稚
園
叉
は
小
學
の
幼
稚
科

　
　
に
於
て
寸
意
の
敢
育
を
施
さ
ば
モ
｝
少
し
小
玉
敏
育
の
時
期
を
早
め
る
≧
と
留
出
來
る
で
あ
ら

　
　
う
し
、
叉
非
藩
論
的
な
る
家
庭
生
活
の
代
蚤
に
相
當
に
秩
序
あ
る
指
導
保
育
の
實
を
墨
ぐ
る
乙
と

　
　
竜
出
來
、
將
來
小
鳥
敷
育
を
施
す
に
當
ム
一
層
数
果
が
暴
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
元
來

　
　
幼
稚
園
教
育
は
小
學
敢
育
に
細
し
て
敷
果
あ
る
や
否
や
は
内
地
に
於
て
竜
議
論
の
あ
る
所
な
れ

　
　
ど
竜
、
新
領
土
や
殖
民
地
に
於
け
る
新
同
胞
に
封
し
て
は
飴
程
内
地
と
事
情
を
異
に
し
、
見
童
の
躾

　
　
方
や
君
籍
轍
授
に
カ
を
霊
す
う
て
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
少
一
と
竜
此
織
よ
う
見
♂
．
幼
稚
園
敏

　
　
育
叉
拡
幼
稚
．
科
の
制
、
度
は
有
盆
で
あ
ち
5
と
思
ふ
、
殊
に
幼
晃
の
時
期
よ
ウ
日
本
語
を
少
し
「
つ
つ

　
　
に
て
も
自
然
に
敏
，
べ
・
海
な
ら
ば
實
用
上
．
の
七
重
阻
敏
授
霜
除
程
の
便
宜
が
・
あ
る
…
檬
に
思
は
れ
る
の

　
　
噂
奮
。
古
雅
欝
の
散
意
無
毒
上
の
懇
で
あ
る
乏
共
に
則
本
の
噺
耀
φ
警
に

　
　
封
ず
る
重
要
次
ゐ
研
究
筒
題
で
あ
る
コ
～
　
ご
　
　
㌦
　
　
：
．
：
．
－
　
　
－
¶
ー
ゴ
　
’
・
　
：
　

　
　
　
爾
米
里
の
墨
入
敏
育
は
漸
次
．
に
時
代
を
追
ム
て
装
画
、
佛
國
、
濁
國
の
愚
想
あ
影
響
を
受
け
て
居

　
　
雲
母
傷
導
入
蜜
漂
懸
の
懸
痴
何
遍
關
墜
遣
る
窃
衙
題
畿
℃
，
蕊

　
　
究
資
料
乏
も
実
研
究
上
頗
る
困
難
を
鳳
ず
る
を
以
て
本
稿
れ
湿
て
は
虞
を
省
略
す
慌
て
乏
と
℃

∵鋤

ｽ
の
で
あ
る
・
　
－
　
：
‘

　
　
　
　
　
　
，
米
國
に
於
．
け
る
黒
人
敢
育
，
の
畿
蓬
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哲
撃
研
究
　
第
三
＋
噌
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

　
備
考
、
聾
。
曙
。
剛
夢
0
2
①
鴨
。
の
著
者
ブ
ー
カ
ー
、
ワ
シ
ン
ト
・
ン
氏
は
黒
人
数
育
家
と
し
て
有
名
な
人
で
あ
っ
て
、

千
八
百
八
十
，
一
’
年
タ
ス
ケ
τ
ジ
ー
の
黒
人
学
校
即
師
範
及
工
業
墨
・
校
の
開
設
せ
ら
る
、
や
其
校
長
と
な

っ
て
黒
入
教
育
に
霊
力
し
千
九
百
十
五
年
逝
去
し
た
の
で
あ
る
が
、
モ
ン
ロ
ー
氏
の
「
教
育
百
科
字
書
」
中
に

於
け
る
黒
人
教
育
に
賑
す
る
記
畿
も
、
κ
レ
ナ
ヨ
氏
σ
「
米
國
教
育
」
麻
に
於
け
る
黒
人
教
青
に
關
す
る
記
事

も
誰
し
野
暮
凪
の
鍛
に
成
れ
る
も
の
で
み
胤
。
　
余
も
本
稿
に
於
て
同
職
の
「
黒
人
に
關
「
ナ
惹
話
」
中
に
あ
る

紀
講
を
其
事
紹
介
し
た
部
分
が
少
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
元
來
黒
人
に
し
て
黒
人
に
照
す
る
書
を
著
は

す
も
の
は
自
然
に
黒
人
に
味
方
し
て
之
を
聯
帯
し
、
白
人
は
干
れ
に
反
し
て
黒
人
の
暗
黒
颪
を
描
き
田
さ

ん
ど
す
る
a
傾
町
が
あ
る
様
に
思
に
れ
る
匹
で
あ
っ
て
ワ
シ
ン
ひ
ン
氏
の
著
書
も
多
少
此
嬢
が
あ
る
機

に
龍
恩
に
粒
歓
匹
で
あ
、
る
か
ら
紹
弗
醒
用
に
就
℃
ゆ
机
駕
の
注
翫
を
挑
ふ
た
舐
レ
で
あ
る
茄
論
番
の
高

教
を
仰
で
訂
正
、
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
　
爾
ワ
シ
ン
ト
ン
氏
の
著
頃
暮
霞
Φ
O
団
夢
①
翼
Φ
ぴ
q
8
は
．
本
稿
を
草
す

る
迄
に
手
に
入
ら
ざ
り
し
を
遺
憾
と
す
る
の
で
む
0
。


